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光飛行時間（Time-of-Flight, TOF）を利用した３次元計測イメージセンサについて研究をしています。TOF
距離撮像素子はカメラとLEDやレーザなどのパルス光源と同期して利用し、光源から発せられた光がカメラま
で戻ってくるまでの時間を計測することで、既知である光の速度から距離を算出します。他の三次元計測手法に
比べて、小型化や高速化に優位性がありますが、光は１ナ
ノ秒に30センチメートル進むため、高い距離分解能（精度）
を得ることは難しいとされてきました。これに対し我々の
研究グループでは、独自のTOF計測手法と高速な電荷変
調画素の開発によって、世界で初めて0.25ミリメートル以
下の距離分解能を実現しました。時間にして２ピコ秒以下
の時間計測が出来ていることになります。これは決して限
界値ではなく、現在も更なる高距離分解能化を進めていま
す。マイクロメータ距離分解能を実現させ、３次元スキャ
ナなどの計測用途に耐えうるTOF距離撮像素子の開発を
したいと考えています。

TOF距離撮像素子のような時間が計測できるイメージセンサは、距離計測だけでなくバイオイメージングに
おいても有用なデバイスです。イメージセンサ技術を基にしつつ、フェムト秒などのより高い時間分解能が得ら
れれば、高速・多点同時計測などの特徴を活かした新しいイメージングが出来るようになると考えています。
また、学術的な面白みの観点で研究を進めるだけでなく、大学で得られた成果を少しでも多く、産業へ還元で
きるように努めていきたいと考えています。博士課程時に自分が携わった研究は、光栄なことに静岡大学発ベン
チャー企業にて製品化されました。こういった経験を学生さん達にも味わってほしいと思っています。
私は静岡生まれの静岡育ちで、静岡大学が母校です。特に優秀でなかった自分が、この静岡大学で頑張って成
果を残すことで、少しでも同年代や自分の後輩達の励みになることを願っています。
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“計測分野に向けた光飛行時間距離撮像素子の開発とその応用”
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